
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 ４年 １１ 月 号  

杉並区立堀ノ内子供園 

園 長     髙橋 章子 
園だより     
 

 

 

子どもも大人も、学びの秋 

園 長  髙橋 章子 

 10 月は、運動会・遠足・保育参加参観懇談会など、行事がいろいろと

ありました。保護者の皆様にはご協力いただきまして、ありがとうござ

いました。 

 今は一年間のちょうど真ん中にあたる時期です。子どもたちはこれか

らさらにたくましくなっていきます。 

1 学期にしっかりと担任との信頼関係をつくり、安心して園で過ごし

た子どもたちは、じっくりと自分の力や持ち味を蓄え、今それを発揮し

はじめています。お子さんによっては運動会がよい機会となり、のびの

びと運動や表現を楽しむ姿がご覧いただけたかと思います。 

これから、園生活後半に入り、学級の中で友達と一緒に生活や遊びを

進めていきながら、自分で考え行動し、人の中で生きていく基礎がさら

に育まれていきます。一人ひとりの成長が楽しみです。 

 さて、つくづく思うのは、子どもたちが遊びや活動を通して学んでい

ることは、小学校での学びと変わらないということです。今、学校教育

で特に重視されている“協同的な学び”“主体的・対話的な学び”につ

いて、幼児と小学生では、基礎的基本的な学習能力や情報を処理する力

は明らかに異なります。けれど、程度の差はあれ、子どもたちはこれま

での経験と知恵を駆使してよく考え行動しています。 

 運動会での５歳児の競技「宝取りゲーム」は、子どもたちが昨年度４

歳児の時に見た年長組の「宝取りゲーム」を土台にして、繰り返し遊び

ながらルールを創り上げていきました。遊びの中で起きる様々なできご

とから、『どうしたらもっと面白くなるのか、ルールはどう変えていく

とよいのか。』これまでの体験を生かして何度も話し合っていました。

まだ生まれて６年弱の子どもたちが丁寧に考え、相手と伝えあい、皆が

納得いくように決めていくその力に驚き、これからの生活や遊びがとて

も楽しみになりました。小学校教育と違って、子供園は教科学習ではな

く、遊びの中でたっぷりと自分で選んだり試したり、そして話し合うた

めの時間が保障されています。その中で、学びのための基礎力をしっか

りと獲得しています。このような時間を通して、子どもたちは多様な学

び方を得て、主体的に学んでいきます。その学びが、小学校での学習の

基礎土台となります。 

 11 月は、全学年で保育参加参観懇談があります。また小学校の先生方

が子供園の教育保育を参観し、幼保小連携教育について一緒に考え合う

「幼児教育公開」があります。 

 子供園のめざす教育について、多くの方々と一緒に学び合う「学びの

秋」にしたいと思います。 



・今月の指導・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

１１月・１２月の予定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぱんだ組  

１０月は、運動会や遠足等の行事を経験することで、その後の遊びの中でも、海の生き物

や動物になりきって遊ぶ面白さを感じていきました。また、学級の皆で共通に体験したこと

だからこそ、友達と同じイメージで一緒に遊ぶことが楽しくなっています。その中で、より

自分の思いを伝えようとするようになりました。うまく言葉にならない時もありますが、保

育者と一緒に思いを表現できるようにしています。  

今月は次のことを重点に指導します。 

○遊びに必要なものを作ったり、使ったりして楽しさを感じる。  

○学級の中で伸び伸びと自分の思いや動きを出して遊ぶことを楽しむ。  

 友達と一緒に思いきり体を動かしたり、何かになりきったりと、学級の友達と一緒に遊ぶ

ことが楽しいと思えるようにしていきます。  

うさぎ組  

園庭のどんぐりや落ち葉等、秋の自然を発見しているうさぎ組。だんだんと寒くなってき

ていますが、登園すると元気に園庭に出て遊んでいます。運動会でみんなと一緒の衣装を着

けて遊んでいたことが良いきっかけとなり、少しずつ友達と一緒に過ごす楽しさを感じてい

ます。 

今月は、次のことを重点に指導していきます。 

○自分の思いを出して、保育者や周りの幼児と一緒に遊ぶ。 

○生活や遊びの中で必要なことを自分でしようとする。 

○秋の自然に気付き親しむ。 

周りの幼児と一緒に遊ぶことが楽しい、同じことがしたいという気持ちが膨らんでくる時

期です。保育者も遊びの仲間になり、一緒に遊ぶ楽しさに共感していきます。友達と一緒に

過ごすことの楽しさを感じながらも、まだまだ自分の世界で遊ぶことが一番楽しいうさぎ組

です。それぞれが自分の遊びを見付けてじっくり遊ぶ姿を見守っていきます。  

きりん組  

運動会を経て、学級の友達とつながりたい！遊びたい！という気持ちがより強くなって

きました。運動会以降に始めたドッヂボールは、朝一番に「ドッヂボールやる人集まれ～」

と友達を誘って遊び始めます。ボールを投げること、よけること等、ゲームを楽しむこと

はもちろん、学級の友達と一緒に遊びつながること自体を楽しんでいる姿が多くなりまし

た。「○○ちゃんってよけるのがうまいね」「○○君は早く投げるのが上手だね」と友達の

よいところに気付き、声を掛ける姿も見られるようになりました。 

今月は次のことを重点に指導します。 

○友達と考えを出し合ったりイメージを共有したりして、共通の目的に向かって遊びを進め

ていくことを楽しむ。 

○お話の世界を楽しみながら役のイメージを自分なりに考えて、言葉や動きで表現する。  

少し難しいことにも挑戦する姿や、友達の姿に刺激を受けて自分も「やりたい！」と思

う姿が出てきています。頑張る過程を認めていきながら、自信につながるようにしていき

ます。劇ごっこでは、友達と一緒に劇を作り上げていく楽しさを味わえるように学級で取

り組んでいきます。 



 

お  知  ら  せ  

 

①  令和５年度短時間保育入園申請受付     １日（火） 

9 時 30 分から正午までの受け付け（時間厳守）です。 
 

 
 
 

③  うさぎ組弁当散歩                  ２日（水） 
近隣の公園にお弁当をもって散歩に行きます。 
詳細は学年だよりをご覧ください。 
 
 

④  幼児教育公開               １０日（木） 
      小学校の先生方を対象に、園の保育の様子を公開し、互いの教育を学ぶことで、幼児教

育と小学校教育の連携を図ります。  
 
 

⑤  きりん組大宮小５年生との交流       １８日（金） 
大宮小学校の５年生と交流します。 
 
 

⑥  令和５年度短時間保育児入園選考              ２２日（火） 
入園選考のため、☀おひさまグループは午前保育とさせていただきます。  

 
             

 
◎１０月の園だよりにも記載しましたが、寒い季節となります。子どもたちが動きやすく、
体温調節できるように厚着しないようにしましょう。 
また事故防止のため、園内ではフード付きの服は着用しないようにご協力ください。 

 
 
 

 
予告： 堀ノ内劇場               １２月 ３日（土） 
 

ぱんだ組・きりん組が劇遊びをする姿を参観していただきます。詳細は、後日お知らせします。  

うさぎ組は午前保育を行う登園日となります。  

 

１２月５日（月 )…☀おひさまグループは、振替休業日となります。  

 

 

 

 

②  うさぎ組全員保育時間変更         １日（火）から 

11 月から、うさぎ組全員保育が 13 時３0 分までとなります。 

☀おひさまグループのお迎えの開門時刻は 13 時 20 分となります。 

☆ほしグループも午睡の時間が 30 分短くなります。 

生活のリズムが変わりますので、お子さんの様子や体調等ご配慮ください。 

  

 


